
表
現
で
き
る

第
三
次

□動作化
□ペープサート劇，音読発表会
□他の本や文章を読む
□アフターストーリーを考える

文学的教材の指導　□：全学年共通，◇：中学年の力点，◎高学年の力点

つ
か
む

第
一
次

□教材への興味づけ
□印象に残った言葉や文についての話し合い
□作品設定，表現技法の書き込み（自主学習）

わ
か
る
・
で
き
る

（
読
み
取
る

）

第
二
次

□教材を読み深める
□作品の設定をとらえる
□中心人物を見つける
◇中心人物の心情の変化をとらえる
◎主題文を書く，主題をまとめる

表
現
で
き
る

第
一
次

第
二
次

第
三
次

□教材への興味づけ
□説明内容の予想
□初めて知ったこと，疑問に思ったこと
□意味調べなどの書き込み（自主学習）

□教材を読み深める
□「問い」の文と「答え」の文を見つける
◇要点をまとめる
◇文章構成図をかく
◎要旨をまとめる
◎説明のわかりやすさ，わかりにくさについて話し合う。

□クイズをつくる
□他の本や文章を読む
□筆者への手紙を書く
◎筆者の意見について，自分の考えを書く

黒木小スタイルⅠ　「単元全体の授業の流れ」

説明文的教材の指導　□：全学年共通，◇：中学年の力点，◎高学年の力点

つ
か
む

わ
か
る
・
で
き
る

（
読
み
取
る

）



ふ
り
か
え
る

（
交
流

）

②問題を理解する。
　提示された問題について，読みと
るべき内容，学習方法について把
握する。

③めあてをつかむ。
　本時の学習のめあてをつかむ。

●本時の問題解決が説明文を読
み取るうえで，どのような力を高め
ることにつながるのかを押さえる。

④ガイドの指示により，問題に対する
自分の考えを書き表す。

⑤ガイドの司会で，それぞれの児童の
意見を伝え合う。
⑤'ガイドの司会で，グループで考えた
意見をまとめる。

●ノートやワークシートに書かれたこと
を発表するだけではなく，黒板に記録
させたり，文カードを操作させるなどの
工夫をする。

⑥教師と児童の対話を中心とし
て，読みとったことの確認をすると
ともに，「説明文の読み方」の中で
何ができるようになったのかを確認
する。

●説明内容の理解だけではなく，
説明方法や論理のよさにを感得で
きるようにする。

⑦本時の学習で「わかったこと」「で
きるようになったこと」などを異学年
の児童に伝える。

自
力
解
決

「
わ
か
る

」

全
体
確
認

「
で
き
る

」

十
分

十
分

十
分

五
分

⑥本時で読み取ったことの振り返
りを行い，既習事項を応用・活用し
た問題を解く。

⑦本時の学習で「わかったこと」「で
きるようになったこと」などを異学年
の児童に伝える。

十
分

十
分

十
分

③ガイドの指示により，問題に対する
自分の考えを書き表す。

④ガイドの司会で，それぞれの児童の
意見を伝え合う。
④'ガイドの司会で，グループで考えた
意見をまとめる。

●ノートやワークシートに書かれたこと
を発表するだけではなく，黒板に記録
させたり，文カードを操作させるなどの
工夫をする。

⑤教師と児童の対話を中心とし
て，読みとったことの確認をすると
ともに，「説明文の読み方」の中で
何ができるようになったのかを確認
する。

●説明内容の理解だけではなく，
説明方法や論理のよさにを感得で
きるようにする。

ま
と
め
・
練
習

「
表
現
で
き
る

」

五
分

ふ
り
か
え
る

（
交
流

）

自
力
解
決

「
わ
か
る

」

全
体
確
認

「
で
き
る

」

復
習
・
活
用

「
表
現
で
き
る

」

課
題
把
握

「
つ
か
む

」

黒木小スタイルⅡ　「1単位時間の授業の流れ①」（説明文：最初からわたりあり）

わたり過程 過程

課
題
把
握

「
つ
か
む

」

①問題を理解する。
　提示された問題について，読みと
るべき内容，学習方法について把
握する。

②めあてをつかむ。
　本時の学習のめあてをつかむ。

●本時の問題解決が説明文を読
み取るうえで，どのような力を高め
ることにつながるのかを押さえる。

学習活動　Ａ学年（２・４・６年）
●留意事項

学習活動　Ｂ学年（１・３・５年）
●留意事項

十
分

十
分

①復習問題をする。
　既習事項を応用・活用した問題を
解く。
（①本時に学習する範囲を音読し，
意味調べ，段落のキーワード調べ
などを行う。）

●本時に関係する学習内容を復習
する。または，前時までに学習した
内容を用いて解決できる問題を解
かせる。

時間 時間



１　本単元で重点的に育成する国語の能力（重点指導事項）

◎【３年】文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつこと。…（Ｃ「読むこと」
オ）
◎【４年】段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについ
て、叙述を基に捉えること。…（Ｃ「読むこと」ア）

【　第３学年　】 【　第４学年　】

２　単元名
　「二　読んで、感そうを伝え合おう」
　教材文「自然のかくし絵」

２　単元名
　「二　説明のまとまりを見つけよう」
　教材文「ヤドカリとイソギンチャク」

第3・４学年　国語科学習指導案

令和○年　６月○日（○）

○校時（○:○～○:○）

第3学年○名、第4学年 ○名

授業者　教諭　□□　□□

３　単元について ３　単元について

〇単元観
　本単元は、学習指導要領第3学年及び第4学
年の以下の内容を受けて設定したものであ
る。
Ｃ　読むこと
（１）指導事項
　ア　段落相互の関係に着目しながら、考え
とそれを支える理由や事例との関係などにつ
いて、叙述を基に捉えること。
　ウ　目的を意識して、中心となる語や文を
見付けて要約すること。
　オ　文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつこと。
　カ　文章を読んで感じたことや考えたこと
を共有し、一人一人の感じ方などに違いがあ
ることに気付くこと。
（２）言語活動例
　ア　記録や報告などの文章を読み、文章の
一部を引用して、分かったことや考えたこと
を説明したり、意見を述べたりする活動。

　本単元では、低学年で学んだ「時間や事柄
の順序に沿って文章の内容の大体をとらえる
こと」を受けて、昆虫の身の隠し方を読み取
り、感想を伝え合う活動を通して、だいじな
言葉や文に着目して段落ごとに書かれている
内容を読み取る力をつけることをねらいとし
ている。
　また、教材文「自然のかくし絵」は、昆虫
の保護色の役割について具体的な例を挙げて
説明している文章である。「昆虫が敵からど
のように身を隠しているか」ということを中
心に説明されており、だいじな言葉や文に着
目し、段落ごとに書かれている内容をとらえ
やすく、説明文を読み解く手がかりとなる接
頭語や、「問い」に対する「答え」が明確に
記されており、文章に書かれていることを正
確に読み取る力を高めるのに適した価値ある
教材である。

〇単元観
　本単元は、学習指導要領第3学年及び第4学
年の以下の内容を受けて設定したものであ
る。
Ｃ　読むこと
（１）指導事項
　ア　段落相互の関係に着目しながら、考え
とそれを支える理由や事例との関係などにつ
いて、叙述を基に捉えること。
　ウ　目的を意識して、中心となる語や文を
見付けて要約すること。
　オ　文章を読んで理解したことに基づい
て、感想や考えをもつこと。
　カ　文章を読んで感じたことや考えたこと
を共有し、一人一人の感じ方などに違いがあ
ることに気付くこと。
（２）言語活動例
　ア　記録や報告などの文章を読み、文章の
一部を引用して、分かったことや考えたこと
を説明したり、意見を述べたりする活動。

　本単元では、３年生までに学んだ「形式段
落ごとに大事な言葉や文に気をつけて読み、
内容を正確に読み取ること」を受けて、文章
全体における内容面でのまとまり（意味段
落）を理解させ、段落相互の関係を読み取る
力をつけることをねらいとしている。
　また、教材文「ヤドカリとイソギンチャ
ク」は、「問い」と「答え」の関係が３回出
てくる文章構成になっており、意味段落を見
つけやすい文章だと言える。加えて「まず」
「次に」「実は」「では」などの各段落に使
われている言葉に着目させることで、段落同
士のつながりをとらえやすい構造となってい
る。とくに、「では」という言葉によって
「問い→答え」の述べ方が、どのように連鎖
しているのかを把握しやすく、意味段落同士
が筆者の主張につながるように書かれている
ことに目を向けさせるのに適した価値ある教
材である。



〇指導観
　そこで、説明文「自然のかくし絵」の読解
においては、読解力としての「段落ごとの内
容をとらえながら読む力」や表現力としての
「段落ごとに読み取ってまとめたことをもと
に感想を伝え合う力」を育てるために、次の
具体的な内容を指導する。
・段落の要点のまとめ方
・「問い」→「問いに対する複数の答え」と
いう構成で述べられていること。
・昆虫の身の隠し方について自分なりの感想
を持つこと。
　さらに、読解力と表現力をつなぐための手
立てとして、以下の2点を強調して指導するこ
とで、説明文読解の基礎・基本が身につき、
根拠をもって自分の感想や意見を述べる力が
身につくと確信する。
（１）用語：「要点」「中心文」「キーワー
ド」について指導し、学習の中で児童が使え
るようにする。
（２）感想を述べるときに、文章中の言葉や
一文を「引用」して、昆虫のすごさについて
述べさせる。

〇指導観
　そこで、説明文「ヤドカリとイソギンチャ
ク」の読解においては、読解力としての「段
落どうしの結びつきを考えて読み、文章のま
とまりを捉える力」や表現力としての「文章
を読んで感想を交流する力」を育てるため
に、次の具体的な内容を指導する。
・段落の要点のまとめ方
・「問い」→「答え」の流れで3回繰り返され
ている構成で述べられていること。（意味段
落）
・ヤドカリとイソギンチャクについて自分な
りの感想を持つこと。
　さらに、読解力と表現力をつなぐための手
立てとして、以下の2点を強調して指導するこ
とで、説明文読解の基礎・基本が身につき、
根拠をもって自分の感想や意見を述べる力が
身につくと確信する。
（１）用語：「意味段落」「問いに対する答
え」「要点」について指導し、学習の中で児
童が使えるようにする。
（２）「なぜ、このまとまり（意味段落）が
必要なのか。」「なぜ、この順序で述べたほ
うがよいのか。」を考えさせる。

〇児童観
　本学年の児童は、2年生での説明文を読む活
動を通して、説明されている時間や事柄の順
序に気をつけて文章の内容の大体をとらえる
ことを経験している。その中で、「問い」と
「答え」を見出す力や時間を表す言葉に着目
して読む力、そして説明されている事柄がど
のように変わっていったかを把握する力が高
まってきている。しかしながら、文章に書か
れている内容を段落のまとまりでとらえて読
み取る力については、これから高めていく段
階だと言える。
　「書かれている事柄を的確につかむ力」
「時間の順序を表す言葉を判別する力」を把
握するためにレディネステストを行ったとこ
ろ、書かれている事柄を的確につかむことに
ついて、十分満足できる状況の児童は、●人
中●人であった。
　また、時間の順序を表す言葉を判別するこ
とについて、十分満足できる状況の児童は、
●人中●人であった。
　「読むこと」の学習については、本単元の
学習をする前に、２つの文学的な文章教材の
学習を済ませている。それらの学習を進める
中で、文章中のキーワードに着目して場面や
登場人物の変化を読み取り、あらすじにまと
める力が高まり、自分たちで工夫した音読劇
を異学年に発表することで相手意識をもって
学習を進めることに対する意欲も高まってき
ている。

〇児童観
　本学年の児童は、3年生での説明文を読む活動
を通して、形式段落ごとに大事な言葉や文に気
をつけながら、「問い」と「答え」の間にいく
つの事柄がどのように説明されているのかを正
確に読み取る学習を経験してきている。その中
で、筆者が「問い」を解き明かすための具体的
な方法として「実験」「観察」「調査」「事
例」などが「問い」と「答え」の間に配置され
ていることを認識し、「問い」と「答え」の間
の部分を整理して読むことの必要感が高まって
きている。また、各段落で繰り返し登場する言
葉や文をキーワードやキーセンテンスとして捉
え、要点をまとめる際の手がかりとする力も高
まってきている。しかしながら、文章全体の内
容を段落のまとまりで捉え、何がどのように書
かれているかを読み取る力については、これか
ら高めていく段階だと言える。
　「段落の中の中心文を捉える力」「問いと答
えを正しく判断する力」を把握するためにレ
ディネステストを行ったところ、段落の中の中
心文を判断することについて、十分満足できる
状況の児童は、●人中●人であった。
　また、「問いの文」と「その問いに応じた答
えの文」を判断することについて、十分満足で
きる状況の児童は、●人中●人であった。
　「読むこと」の学習については、本単元の学
習をする前に、２つの文学的な文章教材の学習
を済ませている。それらの学習を進める中で、
「会話文」「地の文」「情景」などに着目して
場面や登場人物の変化を読み取る力が高まると
ともに、「冒頭」「山場」「結末」を意識して
文学作品を読もうと自分たちで工夫した音読劇
を異学年に発表することで相手意識をもって学
習を進めることに対する意欲も高まってきてい
る。



表
現
で
き
る

〇自然のかくし絵を読んだ感想を4年生に伝える。
・書いた感想文を用いて、自然のかくし絵の感想を
4年生に伝える。
・4年生からのコメントを聞き、自分の感想をふり
かえる。・4年生の「ヤドカリ～」の感想を聞き、
コメントを伝える。

表
現
で
き
る

〇筆者がどのように考えを伝えようとしているのか
を読み取り、感想を3年生に伝える。
・文章のまとまりを表形式で整理
・まとまりや順序のよさを考える
・筆者の論の展開のよさについてコメントする
・感想を3年生に伝える。

8 8

〇ヤドカリがイソギンチャクの関係をまとめる
・どのように助け合っているかをまとめる
・⑫段落の要点をまとめる7 7

〇保護色が役立たない場合について読み取る
・⑧段落の「問い」に対する「答え」を見つけ
る。・⑪段落より保護色が役立たない場合を読み取
る。・⑫段落の役割（全体のまとめ）の確認・⑪⑫
段落を表にまとめる。

〇イソギンチャクにとっての利益を読み取る
・⑩段落の問いの確認　・⑪段落に書かれている利
益を読み取り、要点をまとめる
・意味段落に見出しをつける

6 6

〇ヤドカリがイソギンチャクを自分の貝殻に移す方
法を読み取る
・⑦段落の問いの確認　・⑧⑨段落の確認
・⑨段落の要点をまとめる
・意味段落に見出しをつける

5 5

〇トノサマバッタやゴマダラチョウが…
・③段落の「問い」に対する「答え」を見つける
・⑤⑥段落から保護色について読解
・⑦段落の役割について確認
・⑤⑥⑦段落を表にまとめる

〇ヤドカリがイソギンチャクをつけている理由を読
み取る
・②段落の問いの確認　・実験と結果の読解
・⑥段落の要点をまとめる
・意味段落に見出しをつける

4 4

〇ヤドカリとイソギンチャクの関係を表す言葉を見
つける
・全文通読　・題名から考えたことを出し合う
・なぜ助け合っていると言えるかと問う

2 2

〇コノハチョウがどのように身を隠すか読み取る
・③④段落から「問い」「答え」の関係をつかむ
・④段落からチョウの保護色について読解
・③④段落を表にまとめる。

〇「はじめ」「中」「おわり」の３つのまとまりに
わける。
・分け方「話題提示」「説明」「まとめ」の確認
・３つのまとまりに分ける

3

わ
か
る
・
で
き
る

（
読
み
取
る
）

〇「ほご色」とは何かを読み取る
・①②段落からほご色とは何かを読み取る
・要点のまとめ方、感想の書き方を学ぶ
・①②段落を表にまとめる

わ
か
る
・
で
き
る

（
読
み
取
る
）

3

つ
か
む

〇学習課題をつかむ
・題名と写真から内容を想像する
・形式段落を確かめる。・全文通読
・昆虫のすごさを伝え合うことを確認する

つ
か
む

〇保護色が役立つ場合について読み取る
・⑧～⑩段落の「問い」と「答え」の関係をつか
む。・⑨⑩段落から保護色が役立つ場合を読み取
る。・⑧⑨⑩段落を表にまとめる。

〇自然のかくし絵を読んだ感想を書く
・文章全体から読み取ったことを振り返る
・段落ごとにまとめたことや全体を読んで考えたこ
とをもとにして感想を書く。

〇学習課題をつかむ
・単元のねらいを確かめる。・筆者について
・形式段落を確かめる。・初発の感想
・漢字の確認

1 1

６　単元の計画（全８時間） ６　単元の計画（全８時間）

時
〇学習内容

時
〇学習内容

・学習方法 ・学習方法

驚いたことや不思議に思ったことを、どの
段落でそう思ったのかという理由を挙げて
感想を書いている。

ヤドカリとイソギンチャクの関係につい
て、教材文から考えた見出しを根拠にし
て、自分の考えを書いている。

知識
技能

それぞれの文の中での語句の役割や語句相
互の関係に気を付けて、文の構成について
理解している。

知識
技能

「問い」と「答え」を表す語句や話題を変
える語句に着目しながらまとまりをとらえ
ている。

思考力
判断力
表現力

思考力
判断力
表現力

段落ごとに書かれている昆虫の身の隠し方
について、内容の中心となる語や文に着目
して読んでいる。

ヤドカリとイソギンチャクの関係をとらえ
るために、段落相互の関係を考え説明のま
とまりを見つけながら読んでいる。

昆虫の身の隠し方について、驚いたことや
不思議に思ったことを発表し合い、互いの
感じ方に違いがあることに気づいている。

文章を読んで感じたことや考えたことを伝
え合い、互いの感じ方や考え方の違いに気
づいている。

主体的に学
習に取り組

む態度

昆虫が敵からどのようにして身を隠しているの
か、興味を持って読み、進んで内容をまとめた
り、感想を発表したりしようとしている。

主体的に学
習に取り組

む態度

ヤドカリとイソギンチャクの関係に興味を
持ち、何がどのように説明されているのか
を読み取ろうとしている。

４　単元の目標 ４　単元の目標

◎段落ごとの内容をとらえながら読むことが
できる。

◎段落どうしの結びつきを考えて読み、文章
のまとまりをとらえることができる。

５　単元の評価規準 ５　単元の評価規準
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〇かくし絵・昆虫の擬
態の写真を準備する。
◎何がかくれている
か、わかりますか。

〇形式段落の始まり
は、一字下げになって
いることを教えてから
聞かせる。教科書P43
を参照する。

３写真と題名から、ヤ
ドカリとイソギンチャ
クの関係についてイ
メージを広げる。

〇写真と題名は、部分
的・段階的に見せ、児
童の興味・関心を高め
る。

２題名と写真から、教
材文の内容を想像す
る。
・木の枝みたいな虫が
いる。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　「ヤドカリとイソギンチャク」の学習計
画を立てよう。

３音声教材CDによる判
読を聞き（聞きながら
形式段落番号をふ
る）、新出漢字や読み
替えの漢字についてド
リルやスキルを用いて
確認する。

わ
か
る

◎「ヤドカリとイソギン
チャク」では、どんなこと
が説明されているので
しょうか。
〇扉の写真を拡大したも
のに吹き出しをつけ、ど
のようなことを言っている
か想像させる。

４学習の手引きを参照
し、学習課題を確か
め、単元の見通しを持
つ。
・ヤドカリとイソギン
チャクが助け合ってい
ること。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

６書いた感想を伝え合
う。

（４）本時の評価

◎「自然のかくし絵」で
は、どんなことが説明さ
れているのでしょうか。

４教科書P43・P44の学
習のてびきを参照し、
学習課題を確かめ、単
元の見通しをもつ。
・昆虫がかくれている
こと。
・かくし絵だから、見
えにくい昆虫のことだ
と思う。

で
き
る

で
き
る

５初発の感想を書く。

〇意味調べページの作
り方について指導（確
認）する。

５分からなかった言葉
や表現について、国語
辞典を使って調べる。

■
　
　
わ
か
る

〇感想を持つための視
点を示す。
（おもしろかったの
は、ふしぎだったの
は、おどろきだったの
は、なるほどと思った
のは）

６新出漢字や読み替え
の漢字についてドリル
やスキルを用いて練習
する。

めあて　「自然のかくし絵」の学習計画を立て
よう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第3学年 第4学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１本時のめあてを確か
める。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１音声教材CDによる判
読を聞き（聞きながら
形式段落番号をふ
る）、新出漢字や読み
替えの漢字についてド
リルやスキルを用いて
確認する。

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇CDの準備をしてお
く。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇教材文を読む意欲を高め、単元の学習の見
通しを立てる。

（１）本時の目標
○教材文の内容に興味を持ち、学習課題をつか
む。

（２）本時で検証すること
〇教科書の写真や題名、学習の手引きを確認
ことにより、単元全体の学習の見通しを持つ
ことができるか。

（２）本時で検証すること
〇教科書の写真や題名、学習の手引きを確認
ことにより、単元全体の学習の見通しを持つ
とともに、初発の感想を書くことができる
か。



４年

教材文について関心をもち、単元全体の
学習活動に見通しを持つとともに感想を
もつことができる。（ワークシート・観
察）

〇扉の写真を拡大したものに吹き出しを
つけ、どのようなことを言っているか想
像させて両者の関係に関心を持たせる。

文中の記述を引用したり、写真を示
して自分なりの感想を述べることが
できる。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

３年
教材文について関心をもち、単元全体の
学習活動に見通しを持つことができる。
（ワークシート・観察）

かくし絵や昆虫の擬態の写真などの例を
準備しておき、関心を高める。

文中の記述を引用したり、写真を示
して自分なりの感想を述べることが
できる。



第
一
問

め
あ
て

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
矢
島
　
稔
さ
ん

二
　
読
ん
で

、
感
そ
う
を
つ
た
え
合
お
う
①
　
　
三
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

第
二
問

C
D
の
音
読
を
聞
き
な
が
ら

、
形
式
だ
ん
落
に
番
号
を
つ
け
ま
し
ょ
う

。
全
部
で
⑫
だ
ん
落
で
す

。

教
科
書
三
十
七
ペ
ー
ジ
の
写
真
に
は

、
何
が
か
く
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
？

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
の
学
習
の
な
が
れ
を
つ
か
も
う

。

あ
ざ
や
か

ほ
ご
色

見
分
け
る

ふ
と

形
式
だ
ん
落
：
せ
つ
め
い
文
の
中
の
文
の
ま
と
ま
り

。
一
字
下
が

っ
た
と
こ
ろ
で
話
が

変
わ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
ま
す

。

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
で
は

、

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
で
は

、
ど
ん
な
こ
と
が
せ
つ
め
い
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
か

。

第
三
問

か
ん
さ
つ

だ
ま
す

へ
ん
か

野
外

次
の
言
葉
の
意
味
調
べ
を
し
ま
し
ょ
う

。

か
く
し
絵

か

っ
色

第
四
問



二
　
説
明
の
ま
と
ま
り
を
見
つ
け
よ
う
①
　
四
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

さ
ん
ご
し
ょ
う

第
三
問

め
あ
て

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
武
田
　
正
倫
さ
ん

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
の
学
習
の
な
が
れ
を
つ
か
も
う

。

ふ
れ
る

利
益

手
あ
ら

次
の
言
葉
の
意
味
調
べ
を
し
ま
し
ょ
う

。

（
チ
ー
ム
で
分
け
合

っ
て
調
べ
る
と
早
い
よ

）

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
の
話
を
聞
い
て

、
お
も
し
ろ
い
と
思

っ
た
こ
と
や

、
ふ
し

ぎ
だ
な
と
思

っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う

。

形
式
だ
ん
落
：
せ
つ
め
い
文
の
中
の
文
の
ま
と
ま
り

。
一
字
下
が

っ
た
と
こ
ろ
で
話
が

変
わ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
ま
す

。
移
動

関
係

し
び
れ
る

し
く
み

た
が
い
に

機
会

後
ず
さ
り

か
か
え
る

は
が
す

つ
つ
く

第
一
問

第
二
問

C
D
の
音
読
を
聞
き
な
が
ら

、
形
式
だ
ん
落
に
番
号
を
つ
け
ま
し
ょ
う

。
全
部
で
⑫
だ
ん
落
で
す

。

し
き
り
に

と
ら
え
る

い
か
に
も

た
い
て
い

ず
い
ぶ
ん

お
し
つ
け
る
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めあて　「ヤドカリとイソギンチャク」の関係を
表す言葉を見つけよう。

〇本文を読ませる前に、
「ヤドカリとイソギンチャク
は〇〇」という型を示した
ワークシートを配り、両者
の関係がわかる言葉に
サイドラインを引くことを
伝える。

◎「ヤドカリとイソギン
チャク」は、どんな関係な
のでしょうか。
〇「互いに助け合ってい
る」に気づいた子には、ま
とめの段落に気づいてい
ることを評価し、「なぜ助
け合っていると言えるの
か」と問いかけ、本文に
着目させて筆者の考えを
深く読み取るように促す。

６次時から筆者の考え
がどのように説明され
ているのかを確かめな
がら、詳しく読み取っ
ていくことを確認す
る。

５保護色や昆虫の身の
隠し方について驚いた
ことや不思議に思った
ことを、自分の経験や
知識とつなげて書く。

６感想を伝え合い、今
日の学習を振り返る。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

〇読みの視点として、
①くり返し出てくる言
葉
②題名とつながりのあ
る言葉
③だいじだと思う言葉
や文　に気を付けて読
むように伝える。

２　読むときの視点を
意識して①②段落を音
読する。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

〇要点をまとめるための
キーワードを抜き書きで
きるようなワークシートを
準備する。

３①②段落の内容を捉
えて、ワークシートに
記入する。
・文章中のキーワード
を抜き書きする。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る

３全文を通読し、ヤド
カリとイソギンチャク
の関係がわかる言葉に
サイドラインを引く。

４ヤドカリとイソギン
チャクがどのような関
係なのかをワークシー
ト（ノート）に書く。
・仲良し・大好き・い
つもいっしょ・なか
ま・たがいに助け合っ
ている

◎ほご色とは、どんな色
だと説明されています
か。なるべく短い文で書
きましょう。
〇セミやバッタの写真を
提示し、保護色の定義に
ついて具体的に捉えさせ
る。

４①②で読み取った内
容を踏まえて、「保護
色」について１文で表
す。
・保護色とは、身をか
くすのに役立つ色のこ
と。

で
き
る

で
き
る

５読み取った両者の関
係を黒板に書く。◎①②段落を読んで驚い

たことや不思議に思った
ことを、虫取りをした経
験や知っていることとつ
なげて書きましょう。

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇自分の経験や知識と
つなげることで、ヤド
カリとイソギンチャク
に対する興味・関心を
高める。めあて　「ほご色」とは何かを読み取ろう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第3学年 第4学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１本時のめあてを確か
める。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１前時に書いた、初発
の感想を発表する。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇①②段落をもとに、保護色とは何かを読み
取ることができる。

（１）本時の目標
○ヤドカリとイソギンチャクの関係を表す言葉
に着目し、筆者の考えの大体をつかむことがで
きる。

（２）本時で検証すること
〇セミやバッタの写真を提示し、保護色の定
義について具体的に捉えさせることにより、
大事な言葉に気づいて保護色とは何かを読み
取ることができるか。

（２）本時で検証すること
〇「ヤドカリとイソギンチャクは〇〇」とい
う型を示すことで、両者の関係を捉えるため
にキーワードを文章中から取り出すことがで
きるか。



４年

ヤドカリとイソギンチャクの関係を表す
言葉に着目し、筆者の考えの大体をつか
むことができる。（ワークシート・観
察）

本文を読ませる前に、「ヤドカリとイソ
ギンチャクは〇〇」という型を示した
ワークシートを配り、両者の関係がわか
る言葉を見つける方法を示す。

文中の言葉や文をいくつか引用し、
関連付けながら両者の関係について
述べることができる。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

３年
保護色とは何かを読み取り、感想を述べ
ることができる。（ワークシート・観
察）

昆虫の擬態の写真などの例を準備してお
き、保護色について具体的に捉えさせ
る。

本文から読み取ったことに加えて、
自分の経験や知識を織り交ぜて感想
を述べることができる。

る る

（４）本時の評価



①
②
だ
ん
落
を
一
斉
音
読
で
読
ん
で

、

「
ほ
ご
色

」
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
に

サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
き
ま
し
ょ
う

。

「
ほ
ご
色

」
と
は
何
か
に
つ
い
て

、
読
み
取
ろ
う

。

①
②
だ
ん
落
を
読
ん
で

、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
や
ふ
し
ぎ
に
思

っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う

。

や

、

を

、

② ①
セ
ミ
や
バ

ッ
タ
は

、

（
　
　
　

）
の
色

と

（
　
　
　
　

）
に
く
い

（
　
　

）
の

色
を
し
て
い
て

、
そ
の
色
は

、
て
き
か

ら

（
　
　
　
　
　

）
の
に
役
立

っ
て
い

る

。

　
ほ
ご
色
と
は

、

（

）
色
の
こ
と
で
あ
る

。

「
ほ
ご
色

」
と
は

、

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
の
こ
と
で
す

。

ま
と
め

「
ほ
ご
色

」
と
は

、
ど
の
よ
う
な
も
の
か

、
ま
と
め
ま
し
ょ
う

。

★
内
よ
う
を
と
ら
え
る
ポ
イ
ン
ト

　
①
く
り
か
え
し
出
て
く
る
言
葉

　
　
②
題
名
と
つ
な
が
り
の
あ
る
言
葉

　
　
　
③
だ
い
じ
だ
と
思
う
言
葉
や
文

　
を
見
つ
け
て

、
つ
な
げ
て
い
き
ま
す

。

◎
感
そ
う
を
書
く
ポ
イ
ン
ト

　
①
文
か
ら
考
え
た
こ
と
を
書
く

。

　
②
文
と
写
真
か
ら
考
え
た
こ
と
を
書
く

。

　
③
自
分
の
体
け
ん
や

、
知

っ
て
い
る
こ
と
と

つ
な
げ
て
書
く

。

ふ
と

（
　
　
　
　
　
　

）
こ
と
が

あ
る

。

「
ほ
ご
色

」
に
つ
い
て
の
感
そ
う

二
　
読
ん
で

、
感
そ
う
を
つ
た
え
合
お
う
②
　
　
三
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

だ
ん
落
書
い
て
あ
る
こ
と

第
二
問

第
二
問

第
一
問

め
あ
て

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
矢
島
　
稔
さ
ん

①
②
だ
ん
落
の
内
よ
う
を
表
の
上
の
だ
ん
に
ま
と
ま
ま
し
ょ
う

。



第
三
問

と
あ
り
ま
す

。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」

ど
こ
に
書
か
れ
て
い
る
か
と
言
う
と

、

（
　
　
　

）
だ
ん
落
に

、

筆
者
の
武
田
さ
ん
は

、
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
関
係
を

、
ど
ん
な
関
係
だ
と
述
べ
て

い
ま
す
か

。

と
思
い
ま
し
た

。

　
私
は

、
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は

、

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

も
う
一
つ
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

と
述
べ
て
い
ま
す

。

　
筆
者
は

、
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は

、

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

表
現
で
き
る

め
あ
て

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
武
田
　
正
倫
さ
ん

二
　
説
明
の
ま
と
ま
り
を
見
つ
け
よ
う
②
　
四
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

か
ら
で
す
。

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
と
い
う
言
葉
が
あ

っ
た
か
ら
で
す

。

ど
こ
か
ら
そ
う
思

っ
た
の
か
と
言
う
と

、

（
　
　
　

）
だ
ん
落
の
中
に

、

と
思
い
ま
し
た

。

　
私
は

、
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は

、

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

第
二
問

前
回
の
学
習
で
書
い
た

、
初
発
の
感
想
を
伝
え
合
い
ま
し
ょ
う

。

ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
関
係
を
表
す
言
葉
を
見
つ
け
よ
う

。

あ
な
た
は

、
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
関
係
は

、
ど
ん
な
関
係
だ
と
思
い
ま
し
た
か

。

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
を
段
落
リ
レ
ー
読
み
で
一
通
り
読
み
ま
し
ょ
う

。

★
他
の
人
が
読
ん
で
い
る
間
に
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
関
係
が
わ
か
る
言
葉

に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
引
い
て
お
き
ま
し
ょ
う

。

第
一
問

な
ぜ
な
ら
、

★
こ
れ
か
ら
は

、
筆
者
の
考
え
を
確
か
め
な
が
ら
読
ん
で

、
み
ん
な
で
感
想
を
伝
え
合
う
学
習
を
し
ま
す

。
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←

→

←

→

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

◎③段落から、「問
い」の文（筆者が読み
手におたずねしている
文）を見つけましょ
う。
〇「問い」の文が基本
的に「～でしょう
か。」という文末表現
で書かれることが多い
ことを伝える。☆評価

２③④段落を一斉音読
する。 ■

つ
か
む

２めあてをつかむ。

■
　
つ
か
む

表
現
で
き
る

１前回考えた「ヤドカ
リとイソギンチャクの
関係」について確認し
合い、全文をリレー音
読する。

４コノハチョウがどの
ように敵から身を隠し
ているかがわかる文に
サイドラインを引く。
（自力解決）

で
き
る

めあて　「ヤドカリとイソギンチャク」の文章を
「はじめ」「中」「おわり」の３つに分けよう。

３「問い」の文を確認
する。

わ
か
る

わ
か
る

３形式段落番号を確認
する。（第１時で、形
式段落番号は、記入済
み）

４ワークシートに段落
番号を記入し、３つの
まとまりに分ける。

〇ガイドシートを準備
しておく。

めあて　コノハチョウが、どのようにてきから
身をかくしているのかを読み取り感想を伝え
合おう。

○ガイドシートを準備
しておく。
◎前回の学習のふりか
えりをしましょう。

第3学年 第4学年

・「初め」①、「中」
②～⑪、「終わり」⑫

指導上の留意点
☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
☆評価

１前時の学習を振り返
り、本時のめあてを確
かめる。

〇自力解決でつまずい
ている児童には「写
真」と照らし合わせて
考えさせたり、「隠れ
ることができるのは何
のおかげかな。」と問
いかけ、答えの文に目
を向けさせる。

〇表形式で３つのまと
まりに分けられるワー
クシートを配る。
◎「ヤドカリとイソギ
ンチャク」の文章を大
きく３つに分けましょ
う。
○「話題提示」「くわ
しい説明部分（「問
い」→「答え」のくり
返し」「まとめ」の３
つになることを示し、
ワークシートの表を線
で区切って分けること
を伝える。

〇自力解決でつまずい
ている児童には、
「中」の部分は「問
い」→「答え」が連続
していることを伝え、
見通しを持たせる。
○「まとめ」の部分の
書き出しによく用いら
れる表現として、「こ
のように」「これらの
ことから」というもの
があることを伝え、つ
なぎの言葉を手がかり
にして、文章の構成を

（１）本時の目標
〇コノハチョウがどのように敵から身を隠し
ているかを読み取る。

（１）本時の目標
○「ヤドカリとイソギンチャク」の文章を「は
じめ」「中」「おわり」の３つのまとまりに分
ける。

（２）本時で検証すること
〇「問い」の文の文末表現や「答え」の文の
文末表現の基本形を示すことにより、自分で
「問い」と「答え」を見つけることができる
か。

（２）本時で検証すること
〇説明文の基本的な構成や、話題を変える語
句の使われ方について伝えることにより、話
題の変わり目を自分で見つけることができる
か。

（３）本時の展開 …間接 …直接



←

→

〇文章構成図の書き方
を教える。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

（４）本時の評価

で
き
る

５「中」の部分を、さ
らに３つのまとまりに
分ける。

〇表形式のワークシー
トを配る。

５③④段落の内容を表
にまとめる。（学び合
い）
→全員できたら、教師
を呼び、表に書いたも
のを確認する。

６コノハチョウの隠れ
方のすごさについて、
感想を伝え合う。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

４年
本文を３つのまとまりに分けること
ができる。（ワークシート）

「中」の部分は「問い」→「答え」
が連続することを伝える。

３つのまとまりを意識して、自分で
文章構成図を書くことができる。

３年
コノハチョウが身を隠す方法を正しく読
み取り、感想を述べることができる。
（ワークシート・観察）

写真と本文を比べさせたり、「何によっ
て」隠れることができるのかを問いか
け、着眼点を持たせる。

文中のコノハチョウの特徴を引用し
て感想を述べることができる。

６３つのまとまりを意
識して文章構成図を書
く。

○「中：具体的な説明
部分」は、「問い」→
「こたえ」という述べ
方で、３つのまとまり
があることを伝えて、
さらに３つに分けられ
ることを押さえる。

を向けさせる。 にして、文章の構成を
つかむという着眼を持
たせる。☆評価



第
三
問

コ
ノ
ハ
チ

ョ
ウ
の
身
の
か
く
し
方
に
つ
い
て

、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
や

、
ふ
し
ぎ
に
思

っ
た
こ
と

を
書
き
ま
し
ょ
う

。

（
下

）

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　

】
が

、
ど
の
よ
う
に
し
て

、
て
き
か
ら
身
を

か
く
し
て
い
る
の
か
を
読
み
取
り

、
感
想
を
伝
え
合
お
う

。

第
二
問

第
一
問

め
あ
て

「
第
三
だ
ん
落

」
「
第
四
だ
ん
落

」
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う

。

（
上

）

「
第
三
だ
ん
落

」
か
ら

、

「
と
い

」
の
文
を
見
つ
け
て

、
ぬ
き
出
し
ま
し
ょ
う

。

。

③④
だ
ん
落
書
い
て
あ
る
こ
と
を
短
く
ま
と
め
る
と

身
の
か
く
し
方
に
つ
い
て
の
感
そ
う

二
　
読
ん
で

、
感
そ
う
を
つ
た
え
合
お
う
　
　
三
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
矢
島
　
稔
さ
ん

【
表
現

】
コ
ノ
ハ
チ

ョ
ウ
に
つ
い
て
思

っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
ょ
う

。

（
◎
シ
ー
ト
を
つ
か

っ
て
話
せ
た
・
○
シ
ー
ト
を
読
ん
だ

）

こ
ん
虫
は

、

（
　
　
　
　
　

）
に

よ

っ
て

、
ど
の
よ
う
に

の
か

。

コ
ノ
ハ
チ

ョ
ウ
は

、
木
の
え
だ
に
と

ま

っ
て
い
る
と

（
　
　
　
　

）
と
見
分

け
が
つ
か
な
い

。
な
ぜ

、
見
分
け
が
つ

か
な
る
の
か
と
い
う
と

、
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「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
武
田
　
正
倫
さ
ん

二
　
説
明
の
ま
と
ま
り
を
見
つ
け
よ
う
　
　
　
四
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
の
文
章
を

「
始
め

」
「
中

」
「
終

わ
り

」
の
三
つ
に
分
け
よ
う

。

見
通
し

◎
説
明
文
で
は

、

「
始
め

」
・
・
話
題

（
何
に
つ
い
て
説
明
す
る
の
か

）
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分

「
中

」
・
・
話
題
に
つ
い
て

、
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
部
分

「
終
わ
り

」
・
・
こ
れ
ま
で
の
説
明
を
ま
と
め
て
い
る
部
分

と
い
う
の
べ
方
で
書
か
れ
ま
す

。

め
あ
て

内
容

（
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か

）

3 1
だ
ん
落

2

ま
と
ま
り



「
第
三
だ
ん
落

」
か
ら

、

「
と
い

」
の
文
を
見
つ
け
て

、
ぬ
き
出
し
ま
し
ょ
う

。

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
矢
島
　
稔
さ
ん

二
　
読
ん
で

、
感
そ
う
を
つ
た
え
合
お
う
　
　
三
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

【
　
　
　
　
　
　
　
　
　

】
が

、
ど
の
よ
う
に
し
て

、
て
き
か
ら
身
を

か
く
し
て
い
る
の
か
を
読
み
取
り

、
感
想
を
伝
え
合
お
う

。

。

第
一
問

め
あ
て

【
表
現

】
コ
ノ
ハ
チ

ョ
ウ
に
つ
い
て
思

っ
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
ょ
う

。

（
◎
シ
ー
ト
を
つ
か

っ
て
話
せ
た
・
○
シ
ー
ト
を
読
ん
だ

）

④ ③
だ
ん
落

第
三
問

第
二
問

コ
ノ
ハ
チ

ョ
ウ
は

、
木
の
え
だ
に
と

ま

っ
て
い
る
と

（
　
　
　
　

）
と
見
分

け
が
つ
か
な
い

。
な
ぜ

、
見
分
け
が
つ

か
な
る
の
か
と
い
う
と

、
羽
の

（

）
が

（
　
　
　

）
の
よ
う
な
色
を
し
て

い
て

、
羽
を

（
　
　
　

）
と
き
の
形
も

（
　
　
　
　

）
そ

っ
く
り
だ
か
ら

。

こ
ん
虫
は

、

（
　
　
　
　
　

）
に

よ

っ
て

、
ど
の
よ
う
に

の
か

。

書
い
て
あ
る
こ
と

コ
ノ
ハ
チ

ョ
ウ
の
身
の
か
く
し
方
に
つ
い
て

、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
や

、
ふ
し
ぎ
に
思

っ
た
こ
と

を
書
き
ま
し
ょ
う

。

（
下

）

「
第
三
だ
ん
落

」
「
第
四
だ
ん
落

」
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う

。

（
上

）

身
の
か
く
し
方
に
つ
い
て
の
感
そ
う
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だ
ん
落

7 6 5 4 3 2

め
あ
て

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
武
田
　
正
倫
さ
ん

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
の
文
章
を

「
始
め

」
「
中

」
「
終

わ
り

」
の
三
つ
に
分
け
よ
う

。

内
容

（
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か

）

◎
説
明
文
で
は

、

「
始
め

」
・
・
話
題

（
何
に
つ
い
て
説
明
す
る
の
か

）
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分

「
中

」
・
・
話
題
に
つ
い
て

、
く
わ
し
く
説
明
し
て
い
る
部
分

「
終
わ
り

」
・
・
こ
れ
ま
で
の
説
明
を
ま
と
め
て
い
る
部
分

と
い
う
の
べ
方
で
書
か
れ
ま
す

。

10

二
　
説
明
の
ま
と
ま
り
を
見
つ
け
よ
う
　
　
　
四
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

ま
と
ま
り

見
通
し

9 8
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←

■

→

→

■ ←

→ ■

〇「・・・・るヤドカリ。」と
いう型を提示する。

で
き
る

◎⑤⑥⑦段落を読んで驚
いたことや不思議に思っ
たことを、虫取りをした
経験や知っていることと
つなげて書きましょう。

５⑤⑥⑦段落で読み
取ったことをもとに、
保護色について驚いた
ことや不思議に思った
ことを書く。

５⑥段落の要点を考え
②段落の問いに対す
る答えをまとめる。

６②～⑥段落の意味段
落に見出しを付ける。

６感想を伝え合い、今
日の学習を振り返る。

表
現

表
現

〇読みの視点として、
①くり返し出てくる言
葉
②題名とつながりのあ
る言葉
③だいじだと思う言葉
や文　に気を付けて読
むように伝える。

２　読むときの視点を
意識して⑤⑥⑦段落を
音読する。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　ヤドカリがイソギンチャクをつけてい
る理由を読み取ろう。

〇本文を読ませる前に、
イソギンチャクをつけてい
る理由がわかる言葉にサ
イドラインを引くことを伝
える。

〇要点をまとめるための
キーワードを抜き書きで
きるような表形式のワー
クシートを準備する。
・⑤⑥段落が、③段落の
問いに対する答えになっ
ていることを押さえる。

３⑤⑥段落の内容を捉
えて、ワークシートに
記入する。
・文章中のキーワード
を抜き書きする。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る

３②～⑥段落を通読
し、ヤドカリとイソギ
ンチャクの関係がわか
る言葉にサイドライン
を引く。

４④⑤段落の実験と結
果について読み取り、
表にまとめる。
・２つの実験

◎④⑤段落には、いくつ
の実験が書かれていまし
たか。
〇１回目の実験と２回目
の実験について、実験方
法と実験結果について表
形式でまとめる。

・（なぜなら）ヤドカリは、
イソギンチャクを自分の
貝がらにつけることで、敵
から身を守ることができ
る。（からです）

◎トノサマバッタとゴマ
ダラチョウの幼虫の身の
隠し方は、どのように違
うのでしょう。
〇セミやバッタの写真を
提示し、保護色の定義に
ついて具体的に捉えさせ
る。
〇⑦段落は、③段落の問
いに対するまとめである
ことを押さえる。

４身の隠し方の違いに
ついて確かめる。
・⑤自分の体の色が保
護色になるような場所
を選ぶ
・⑥周りの色に合わせ
て、自分の体の色が変
わる

で
き
る

〇ガイドシートを準備
しておく。

めあて　トノサマバッタやゴマダラチョウの幼
虫が、どのように敵から身を隠しているのか
を読み取ろう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第3学年 第4学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時までの学習を振
り返り、本時のめあて
を確かめる。

つ
か
む

表
現
で
き
る

１②～⑥段落を音読す
る。（一斉音読・リ
レー音読）

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇⑤⑥⑦段落をもとに、トノサマバッタとゴ
マダラチョウの幼虫の保護色の役割について
読み取ることができる。

（１）本時の目標
○「問い」と「答え」の関係をとらえ、ヤドカ
リがイソギンチャクをつける理由を読み取るこ
とができる。

（２）本時で検証すること
〇教科書の写真を提示し、身の隠し方の特徴
を具体的に捉えさせて比較することにより、
保護色の内容の違いに気づくことができる
か。

（２）本時で検証すること
〇「なぜなら～からです。」という表現に言
い換えさせることで、問いと答えの関係を意
識して読み取ることができるか。



十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

３年
２種類の保護色の違いを読み取り、感想
を述べることができる。（ワークシー
ト・観察）

昆虫の擬態の写真などの例を準備してお
き、保護色について具体的に捉えさせ
る。

本文から読み取ったことに加えて、
自分の経験や知識を織り交ぜて感想
を述べることができる。

４年

「問い」と「答え」の関係をとらえ、ヤ
ドカリがイソギンチャクをつける理由を
読み取ることができる。（ワークシー
ト・観察）

「それで」「することで～のです」と
いった表現に着目させる。答えの文を
「なぜなら～からです。」と言い換えさ
せる。

「まず」「次に」「実は」という言
葉が問いと答えの関係をわかりやす
くしていることに気づいている。

で
き
る

現
で
き
る

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て
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←

■

→

→

■ ←

→ ■

◎問いの文は何段落に
ありましたか。

６⑦～⑨段落の意味段
落に見出しを付ける。
・イソギンチャクをは
がして、自分の貝がら
の上におしつけるヤド
カリ

◎⑦～⑨段落の意味段
落には、どんな見出しが
つくでしょうか。
〇「・・・・るヤドカリ。」とい
う型を提示する。６感想を伝え合い、今

日の学習を振り返る。
表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

３⑧⑨段落を黙読し、
ヤドカリがイソギン
チャクをつける行動の
順序がわかる言葉にサ
イドラインを引く。

４⑧⑨段落に書かれて
いる内容を確認する。
・カナダのロス博士
・水槽での観察

◎誰が調べましたか。
◎どうやって調べました
か。
〇イソギンチャクを付ける
順序については、イラスト
と対比させたり、動作化し
たりして捉えさせる。

◎昆虫は、どんなときに
敵から身を守ることがで
きるのでしょうか。

４表にまとめたものを
手がかりに、「問い」
に対する答えを確かめ
る。
・人間の目をだますこ
とができれば、敵から
身を守ることができ
る。
・じっとしていれば、
敵から身を守れる。

で
き
る

５⑨段落の要点を考え⑦
段落の問いに対する答え
をまとめる。
・ヤドカリは、イソギンチャ
クをはがして、自分の貝
がらの上におしつける。

で
き
る

◎⑧⑨⑩段落を読んで驚
いたことや不思議に思っ
たことを、虫取りをした
経験や知っていることと
つなげて書きましょう。

５⑧⑨⑩段落で読み
取ったことをもとに、
保護色について驚いた
ことや不思議に思った
ことを書く。

〇読みの視点として、
①３つの段落のどこかに
「問い」の文（おたずね
の文）があること
②「～でしょうか。」と
いう文末表現で終わるこ
とが多いこと
を伝える。

２　⑧⑨⑩段落を音読
し、「問い」の文を見
つける。

つ
か
む

２めあてをつかむ。
⑦段落の問いを確かめ
る。

めあて　ヤドカリがイソギンチャクを自分の貝
がらに移す方法を読み取ろう。

〇本文を読ませる前に、
イソギンチャクをつけてい
く方法がわかる言葉にサ
イドラインを引くことを伝
える。

〇⑨：「同じくらいに」とい
う表現から人間をだませ
れば、鳥やトカゲもだませ
ることを押さえる。
〇⑩：昆虫の活動時間と
体の色の関係について気
づかせる。

３⑨⑩段落の内容を捉
えて、保護色が役立つ
場合について読み取
る。
・表形式のワークシー
トに読み取ったことを
まとめる。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇前回と同じく、どこ
かに問いの文があるこ
とを伝えておく。

めあて　保護色が役立つ場合について読み
取ろう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第3学年 第4学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時までの学習を振
り返り、本時のめあて
を確かめる。 つ

か
む

表
現
で
き
る

１⑦～⑨段落を音読す
る。（一斉音読・リ
レー音読）

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇「問い」と「答え」の関係をつかみ、保護
色が役立つ場合について読み取ることができ
る。

（１）本時の目標
○「問い」と「答え」の関係をとらえ、ヤドカ
リがイソギンチャクを移す方法を読み取ること
ができる。

（２）本時で検証すること
〇⑧⑨⑩段落で読み取ったことを表形式でま
とめて比較することにより、説明されている
内容の違いに気づくことができるか。

（２）本時で検証すること
〇本文とイラストを対比させたり、動作化し
たりすることで、ヤドカリの行動を順序よく
読み取ることができるか。



４年

「問い」と「答え」の関係をとらえ、ヤ
ドカリがイソギンチャクを移す方法を読
み取ることができる。（ワークシート・
観察）

「それで」「することで～のです」と
いった表現に着目させる。答えの文を
「なぜなら～からです。」と言い換えさ
せる。

イラストとの対比や動作化してとら
えたこともふまえて、意味段落に見
出しをつけることができる。

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

３年

「問い」と「答え」の関係をつかみ、保
護色が役立つ場合について読み取り、感
想を述べることができる。（ワークシー
ト・観察）

昆虫の擬態の写真などの例を準備してお
き、保護色について具体的に捉えさせ
る。

本文から読み取ったことに加えて、
自分の経験や知識を織り交ぜて感想
を述べることができる。

る る

（４）本時の評価
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〇グループで確認し、黒
板に示された表にまとめ
させる。◎昆虫は、どんなときに

は敵から身を守ることが
できないのでしょうか。

４まとめたものを手が
かりに、「問い」に対
する答えを確かめる。
・動いたときは、敵か
ら身を守れない。
・敵は、ちょっとした
動きも見逃さない。

◎⑩～⑪段落の意味段
落には、どんな見出しが
つくでしょうか。
〇「・・・・るイソギンチャ

〇読みの視点として、
⑪段落が、⑧段落の２つ
目の答えになっているこ
と、⑫段落が全体のまと
めを示していることをお
さえる。

２　⑧⑪⑫段落を音読
し、「答え」の文と
「全体のまとめ」を確
認する。

つ
か
む

２めあてをつかむ。
⑩段落の問い（３つめ
の問い）を確かめる。

◎問いの文は何段落に
ありましたか。

めあて　イソギンチャクにとっての利益を読み
取ろう。

〇本文を読ませる前に、
主語がイソギンチャクに
変わっていることを押さえ
る。

〇⑪：「ところが」「動いた
ときなどには」という言葉
に着目させ、役立つ場合
と対比させながら読み取
らせる。
〇⑫：「このように」に着
目させ、問１の答えと問２
の答えを踏まえた全体の
まとめになっていることに
気づかせる。

３⑪⑫段落の内容を捉
えて、保護色が役立た
ない場合や保護色の有
効性について読み取
る。
・ワークシートに読み
取ったことをまとめ
る。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る

３⑩⑪段落を黙読し、
イソギンチャクがヤド
カリについている場合
と、ついていない場合
のえさのとりかたの違
いを表にあとめる。

で
き
る

５⑪段落の要点を考え⑩
段落の問いに対する答え
をまとめる。
・イソギンチャクは、ヤドカ
リの貝がらにつくことで、
えさをとる機会がふえ、ヤ
ドカリの食べ残しをもらう
こともできる。

で
き
る

◎⑪⑫段落を読んで驚い
たことや不思議に思った
ことを、虫取りをした経
験や知っていることとつ
なげて書きましょう。

５⑪⑫段落で読み取っ
たことをもとに、保護
色について驚いたこと
や不思議に思ったこと
を書く。

６⑩～⑪段落の意味段
落に見出しを付ける。
・ヤドカリにつくこと
で、えさを取る機会が

４それぞれの表にまと
めたものを確認し、黒
板にまとめる。
・つかない場合→ほと
んど動かない→えさを
待つしかない。
・つく場合→移動でき
る→えさをとる機会・
食べ残しをもらえる

（３）本時の展開 …間接 …直接

第3学年 第4学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時までの学習を振
り返り、本時のめあて
を確かめる。 つ

か
む

表
現
で
き
る

１⑩⑪段落を音読す
る。（一斉音読・リ
レー音読）

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇前回と同じく、どこ
かに問いの文があるこ
とを伝えておく。

めあて　保護色が役立たない場合について
読み取ろう。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇「問い」と「答え」の関係を踏まえ、保護
色が役に立たない場合と保護色の有効性につ
いて読み取ることができる。

（１）本時の目標
○「問い」と「答え」の関係をとらえ、ヤドカ
リについたイソギンチャクの利益を読み取るこ
とができる。

（２）本時で検証すること
〇記述に即して昆虫と敵の様子を動作化させ
ることにより、保護色の有効性について正し
く読み取ることができるか。

（２）本時で検証すること
〇岩についたイソギンチャクとヤドカリにつ
いたイソギンチャクの違いを表にまとめるこ
とにより、ヤドカリにつくことで得られる利
益を読み取ることができるか。



４年

「問い」と「答え」の関係をとらえ、ヤ
ドカリがイソギンチャクを移す方法を読
み取ることができる。（ワークシート・
観察）

岩についたイソギンチャクとヤドカリに
ついたイソギンチャクの違いを表にまと
め、利益に気づかせる。

読み取ったことをもとに、キーワー
ドを順序よくつなげて意味段落に見
出しをつけることができる。

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

３年

「問い」と「答え」の関係を踏まえ、保
護色が役に立たない場合と保護色の有効
性について読み取ることができる。
（ワークシート・観察）

本文に即して昆虫と敵の関係を動作化さ
せ、保護色の有効性について具体的に捉
えさせる。

本文から読み取ったことに加えて、
自分の経験や知識を織り交ぜて感想
を述べることができる。

〇「・・・・るイソギンチャ
ク。」という型を提示する。６感想を伝え合い、今

日の学習を振り返る。
表
現
で
き
る

表
現
で
き
る

で、えさを取る機会が
ふえ、えさの食べ残し
をもらえるイソギン
チャク



感
そ
う

め
あ
て

第
一
問

★
今
日
の
読
む
は
ん
い
は

、
⑧
だ
ん
落
か
ら
⑩
だ
ん
落
で
す

。

⑪
～
⑫
だ
ん
落
を
読
ん
で

、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
や

、
ふ
し
ぎ
に
思

っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ

う

。

（
下

）

⑪
～
⑫
だ
ん
落
の
よ
う
点
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う

。

（
だ
ん
落
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
短
く
ま
と

め
る

。

）
（
上

）

⑪
～
⑫
だ
ん
落
を
読
ん
で

、

⑪
～
⑫
だ
ん
落
を
読
ん
で

、
め
あ
て
を
み
ん
な
で
た
て
ま
し
ょ
う

。

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
矢
島
　
稔
さ
ん

二
　
読
ん
で

、
感
そ
う
を
つ
た
え
合
お
う
　
　
三
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

第
二
問

【
表
現
で
き
る

】
こ
れ
ま
で
の
学
習
で
ま
と
め
た
こ
と
を
も
と
に
し
て

（
使

っ
て

）
、
文
章
全
体
を
読
ん

で
考
え
た
こ
と
や

、
ふ
し
ぎ
に
思

っ
た
こ
と
な
ど

、
感
そ
う
を
書
き
ま
し
ょ
う

。

※
じ
ょ
う
け
ん
：
百
十
字
以
上

、
百
二
十
六
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う

。

⑫ ⑪
だ
ん
落

第
四
問

短
く
ま
と
め
る
と

（
よ
う
点
を
ま
と
め
る

）

1836126 108 90 72 54
とん



☆

【
表
現
の
ポ
イ
ン
ト

】

　
こ
れ
ま
で
は

、

「
〇
〇
〇
〇
ヤ
ド
カ
リ

」
と
い
う
形
で
し
た

。
今
回
は

、
ど
の
よ
う
な
形

が
よ
い
か
考
え
ま
し
ょ
う

。

①
ヤ
ド
カ
リ
に
つ
か
な
い
場
合

②
ヤ
ド
カ
リ
に
つ
く
場
合

二
　
説
明
の
ま
と
ま
り
を
見
つ
け
よ
う
　
　
　
四
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

第
二
問

第
一
問

め
あ
て

★
今
日
の
読
む
は
ん
い
は

、
⑩
だ
ん
落
か
ら
⑫
だ
ん
落
で
す

。

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
武
田
　
正
倫
さ
ん

「
問
い

」
に
対
す
る

「
答
え

」
を
次
の
表
に
整
理
し
て
考
え
ま
し
ょ
う

。

三
つ
目
の

「
問
い

」
を
書
き
ま
し
ょ
う

。

⑩
～
⑫
だ
ん
落
を
読
ん
で

、

【
表
現
で
き
る

】
⑩
～
⑫
段
落
の
ま
と
ま
り
に
見
出
し
を
つ
け
ま
し
ょ
う

。



( 7 / 8 ) ( 7 / 8 )

←

■

→

→

■ ←

〇①～⑫段落で読み取っ
た内容が確認できるよ
う、内容をまとめたものを
提示する。
①②：「ほご色」について
③～⑦：「こん虫の身の
かくし方」について
⑧～⑪：「ほご色が役に
立つ場合、役立たない場
合」について
⑫：「ほご色と『自然のか
くし絵』との関係」

〇感想文のイメージを持
たせるため、例文も提示
しておく。
「ぼくは、⑩段落に書いて
あったことから、長い時間
休む場所の色に似た色
の保護色になって身を隠
している昆虫は、とてもか
しこいなと思いました。」

５お互いの感想を読み
合い、感想と根拠（ど
の段落からそう思った
か）につながりがある
かを確認させる。

５⑫段落の主語が「ヤ
ドカリとイソギンチャ
クは」と両者になって

◎これまで読み取ってき
た②～⑪段落の主語は
だれになっているかを確

■
　
　
わ
か
る

３「イソギンチャクが
ヤドカリを助けてい
る」こと、「ヤドカリ
がイソギンチャクを助
けている」ことについ
て図で表してまとめ
る。

〇⑫段落は、教材文全体
のまとめであることを確
認する。

４自分が書いた感想文
が、どの段落からそう
思ったのかという点を
挙げて書かれているか
を確認する。 で

き
る

４図にまとめたものを確
認し、⑫段落の要点を考
え、まとめる。
・ヤドカリとイソギンチャク
は、たがいに助け合って
生きている。

で
き
る

◎全員書き終わったら、
お互いの感想文を交換し
て、書かれている感想と
どの段落からそう思った
のかがつながっているか
を確かめ合いましょう。

◎「自然のかくし絵」を
読んで、驚いたことや不
思議に思ったことを、ど
の段落からそのように
思ったのかを明らかにし
て感想を書きましょう。

２①～⑫段落で読み
取った内容や、これま
での授業で自分が書い
た感想メモを読み返
す。

つ
か
む

２めあてをつかむ。
⑫段落がまとめである
「終わり」に入ったこ
とを確認する。

◎⑫段落の「助け合っ
て」いる関係について
図にかいてまとめてみ
ましょう。

めあて　ヤドカリとイソギンチャクの関係を図
に表してまとめよう。

〇教師と児童で問答しな
がら、図にまとめていく。
・②～⑥：敵から身を守っ
ている（イソギンチャク）
・⑩～⑪：移動してえさを
とる機会をふやす、食べ
残しをあげる（ヤドカリ）

３①～⑫段落の内容を
段落ごとにまとめたこ
とや、全体を読んで考
えたことをもとにし
て、感想を書く。 わ

か
る

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇ヤドカリとイソギン
チャクの関係について
考えながら読むことを
伝える。めあて　「自然のかくし絵」を読んだ感想を書

こう。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第3学年 第4学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時までの学習を振
り返り、本時のめあて
を確かめる。 つ

か
む

表
現
で
き
る

１①～⑫段落を音読す
る。（一斉音読・リ
レー音読）

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇「自然のかくし絵」を読んだ感想を、どの
段落からそう思ったのかを明らかにして書く
ことができる。

（１）本時の目標
○ヤドカリについたイソギンチャクの関係を読
み取り、⑫段落の要点をとらえることができ
る。

（２）本時で検証すること
〇①～⑫段落で読み取った内容をまとめたも
のを提示することにより、どの段落から感想
をもてたのかを明らかにしながら書くことが
できるか。

（２）本時で検証すること
〇ヤドカリとイソギンチャクが「助け合っ
て」いる関係を図で表すことにより、筆者の
主張する両者の関係について納得して要点に
まとめることができるか。



→ ■

４年
ヤドカリについたイソギンチャクの関係
を読み取り、⑫段落の要点をとらえるこ
とができる。（ワークシート・観察）

ヤドカリとイソギンチャクが「助け合っ
て」いる関係を図で表す。

要点にまとめた「助け合っている関
係」について自分の言葉で述べるこ
とができる。

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

３年

「自然のかくし絵」を読んだ感想を、ど
の段落からそう思ったのかを明らかにし
て書くことができる。（ワークシート・
観察）

①～⑫段落で読み取った内容をまとめた
ものを提示する。

感想を持った段落を示すだけではな
く、その段落の文や言葉を引用して
感想を書くことができる。

クは」と両者になって
いるが、他の段落の主
語がどのようになって
いるかを確認する。

だれになっているかを確
かめましょう。
②～⑨：「ヤドカリは…」
⑩～⑪：「イソギンチャク
は…」となっていることを
押さえる。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る



第
二
問

め
あ
て

第
一
問

★
今
日
の
読
む
は
ん
い
は

、
⑧
だ
ん
落
か
ら
⑩
だ
ん
落
で
す

。

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
矢
島
　
稔
さ
ん

二
　
読
ん
で

、
感
そ
う
を
つ
た
え
合
お
う
　
　
三
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

⑪
～
⑫
だ
ん
落
を
読
ん
で

、

⑪
～
⑫
だ
ん
落
を
読
ん
で

、
め
あ
て
を
み
ん
な
で
た
て
ま
し
ょ
う

。

【
表
現
で
き
る

】
こ
れ
ま
で
の
学
習
で
ま
と
め
た
こ
と
を
も
と
に
し
て

（
使

っ
て

）
、
文
章
全
体
を
読
ん

で
考
え
た
こ
と
や

、
ふ
し
ぎ
に
思

っ
た
こ
と
な
ど

、
感
そ
う
を
書
き
ま
し
ょ
う

。

※
じ
ょ
う
け
ん
：
百
十
字
以
上

、
百
二
十
六
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う

。

⑫ ⑪
だ
ん
落

第
四
問

短
く
ま
と
め
る
と

（
よ
う
点
を
ま
と
め
る

）
感
そ
う

⑪
～
⑫
だ
ん
落
を
読
ん
で

、
お
ど
ろ
い
た
こ
と
や

、
ふ
し
ぎ
に
思

っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ

う

。

（
下

）

⑪
～
⑫
だ
ん
落
の
よ
う
点
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う

。

（
だ
ん
落
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
短
く
ま
と

め
る

。

）
（
上

）

ん と
18126 108 90 72 54 36



「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
武
田
　
正
倫
さ
ん

二
　
説
明
の
ま
と
ま
り
を
見
つ
け
よ
う
　
　
　
四
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

第
一
問

こ
れ
ま
で
に
読
み
取

っ
た
こ
と
を
手
が
か
り
と
し
て

、
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

が
ど
の
よ
う
に
助
け
合

っ
て
い
る
の
か
を
図
で
表
し
ま
し
ょ
う

。

ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
関
係
を
図
に
表
し
て
ま
と
め
よ
う

。

★
今
日
の
読
む
は
ん
い
は

、
⑩
だ
ん
落
か
ら
⑫
だ
ん
落
で
す

。

め
あ
て

【
表
現
で
き
る

】
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
の
関
係
を
図
で
表
す

。

ク

ヤドカリ
イソギン

チャク
たがいに助け合っている



( 8 / 8 ) ( 8 / 8 )

←

■

→

→

■ ←

〇原稿用紙ばかり見て発
表するのではなく、聞き手
に目を向けて発表するよ
うに伝える。

〇これまでの音読活動や
対話活動で、聞き手に目
を向けて伝えられたこと
を想起させる。

３完成した感想文を読
む練習をする。

わ
か
る

■
　
　
わ
か
る

３なぜ、まとまり⑤を
伝えるために、まとま
り②③④が必要なのか
を考えさせる。

・まとまり④がない
と、イソギンチャクが
助けている説明だけに
なってしまい、助け
合っているという考え
とつながらない。

つ
か
む

２めあてをつかむ。

めあて　筆者がどのように考えを伝えようとし
ているのかを読み取ろう。

〇まとまり②③④の一部
が抜けていたり、入れ替
わったりしないほうがよい
理由を考えさせる。
◎もし、まとまり□がない
と、ヤドカリとイソギン
チャクが助け合っている
という考えが伝わるでしょ
うか。

〇「まとまり□がないと、
～につながりません。な
ぜなら・・・」などの説明の
仕方を示す。

〇筆者の説明の仕方が
よいものとして、自分の考
えをまとめることをおさえ
る。

で
き
る

〇ガイドシートを準備
しておく。
〇小見出しをカードに
したものを用意してお
く。

めあて　「自然のかくし絵」を読んだ感想を４
年生に聞いてもらおう。

４筆者の論の展開のよさ
を自分の言葉でまとめ
る。

で
き
る

４４年生に「自然のか
くし絵」の感想を発表
する。

５３年生の発表を聞い
て、コメントする。

◎３年生が自然のかくし
絵の感想を発表するの
で、よかったところをコメ

◎前回の読み合いの活動
を活かして、感想文の手
直しや書き加えをしま
しょう。

２お互いの感想を読み
合い、感想と根拠（ど
の段落からそう思った
か）につながりがある
かを確認し、感想文の
手直しや書き加えをす
る。

（３）本時の展開 …間接 …直接

第3学年 第4学年

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

学　習　活　動
・予想される児童の反応

指導上の留意点
◎主発問　☆評価

〇ガイドシートを準備
しておく。

１前時の学習を振り返
り、本時のめあてを確
かめる。 つ

か
む

表
現
で
き
る

１これまで読み取った
文章のまとまり（意味
段落）の小見出しを並
べて読み返す。

７　本時の学習活動 ７　本時の学習活動

（１）本時の目標
〇「自然のかくし絵」を読んだ感想を、どの
段落からそう思ったのかを明らかにして書
き、４年生に発表する。

（１）本時の目標
○段落相互の結びつきに着目して、筆者の論の
展開（のよさ）について考えることができる。

（２）本時で検証すること
〇①～⑫段落で読み取った内容をまとめたも
のを提示することにより、どの段落から感想
をもてたのかを明らかにしながら書くことが
できるか。

（２）本時で検証すること
〇意味段落を表にまとめたものを提示するこ
とにより、「まとめ」と「具体的な説明部
分」のつながりや必要性を考えることができ
るか。



→ ■

４年
段落相互の結びつきに着目して、筆者の
論の展開（のよさ）について考えること
ができる。（ワークシート・観察）

意味段落を表にまとめたものを提示する
ことにより、「まとめ」と「具体的な説
明部分」のつながりや必要性を考えさせ
る。

表を手がかりとして、説明部分のまとまりの一部が抜
けたり、入れ替わったりしないほうがよいことを自分
の言葉で説明することができる。

（４）本時の評価

学習活動における
具体の評価規準

努力が必要と判断する
児童への手立て

十分満足できると
判断する児童の姿（手立て）

３年

「自然のかくし絵」を読んだ感想を、ど
の段落からそう思ったのかを明らかにし
て書き、４年生に発表する。（ワーク
シート・観察）

①～⑫段落で読み取った内容をまとめた
ものを提示する。

感想を持った段落を示すだけではな
く、その段落の文や言葉を引用して
感想を書くことができる。

で、よかったところをコメ
ントしてください。

表
現
で
き
る

表
現
で
き
る



□
ぼ
く
は

、

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
を
読
ん
で

、
虫

た
ち
の
色
に
は

、
自
分
の
命
を
ま
も
る
た
め
の
ひ
み

つ
が
あ

っ
て

、
お
も
し
ろ
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た

。

□
ひ

っ
者
の
矢
島
さ
ん
は

、
ほ
ご
色
の
こ
と
を

「
て

き
に
か
こ
ま
れ
な
が
ら
こ
ん
虫
が
生
き
つ
づ
け
る
の

に
役
立
つ

」
色
で

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
だ
と
言

っ

て
い
ま
し
た

。
ぼ
く
は

、
た
し
か
に
虫
た
ち
は

、
体

の
色
の
お
か
げ
で
生
き
つ
づ
け
て

、
命
を
つ
な
い
で

い
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た

。

□
夏
休
み
に

、
い
ろ
ん
な
虫
の
ひ
み
つ
を
調
べ
て
み

た
い
と
も
思
い
ま
し
た

。

（
二
百
一
字

）

め
あ
て

第
一
問

「
自
然
の
か
く
し
絵

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
矢
島
　
稔
さ
ん

二
　
読
ん
で

、
感
そ
う
を
つ
た
え
合
お
う
　
　
三
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

【
表
現
で
き
る

】
引
用
の
わ
ざ
も
使

っ
て

、
文
章
全
体
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
や

、
ふ
し
ぎ
に
思

っ
た
こ

と
な
ど

、
感
そ
う
を
書
き
か
え
ま
し
ょ
う

。

※
じ
ょ
う
け
ん
：
二
百
字
以
上

、
二
百
十
六
字
以
内
で
書
き
ま
し
ょ
う

。

「
引
用

」
の
わ
ざ
を
使

っ
て

、
前
回
書
い
た
感
そ
う
を
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ

さ
せ
よ
う

。

自
分
の
感
そ
う
に

「
ど
の
文
か
ら
そ
う
思

っ
た
の
か

」
を
入
れ
ま
し
ょ
う

。

【
例
文

】
赤
文
字
の
部
分
が

「
引
用

」
の
わ
ざ
を
使

っ
た
部
分
で
す

。

126 108 90 72 54216 198 180 162 144
こ
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話
題
提
示

「
問
い
①

」

「
実
験

」

「
答
え
①

」

「
問
い
②

」

「
実
験

」

「
答
え
②

」

「
問
い
③

」

「
答
え
③

」

説
明
の

ま
と
め

め
あ
て

「
ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

」
　

（
　
作
者
・
ひ

っ
者
　

）
　
武
田
　
正
倫
さ
ん

二
　
説
明
の
ま
と
ま
り
を
見
つ
け
よ
う
　
　
　
四
年
　
名
前

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

ま
と
ま
り

見
通
し

11

はじめなかおわり

ヤ
ド
カ
リ
と
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
は

、
た
が
い
に
助
け
合

っ
て
い
る

。

筆
者
が

、
ど
の
よ
う
に
考
え
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
読
み
取

ろ
う

。

内
容

（
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
か
・
小
見
出
し

）

4 3 2 1
だ
ん
落

内
容
の
と
こ
ろ
に

、
こ
れ
ま
で
の
学
習
で
考
え
た

、
小
見
出
し
を
書
き
こ
み
ま

し
ょ
う

。
そ
し
て

、
筆
者
が
ど
の
よ
う
な
じ
ゅ
ん
じ
ょ
で
考
え
を
伝
え
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
つ
か
み
ま
し
ょ
う

。

10


